
 

 

 

 

別冊２ 

 

原子炉格納容器内窒素封入設備に係る補足説明 
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Ⅰ 原子炉格納容器内窒素封入設備の構造強度及び耐震性について 

 

１． 窒素ガス分離装置の構造強度及び耐震性 

(1) 構造強度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円筒胴の計算厚さ（内径基準） ： 
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皿形鏡板の形状による係数    ： 
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半だ円形鏡板の計算厚さ（内径基準）： 
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半だ円形鏡板の形状による係数  ： 
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円形平ふた板の計算厚さ       ： 
 a

P
dt

25.0
  （窒素ガス分離装置Ａ，Ｂ） 

 

円形平ふた板の計算厚さ       ：        （窒素ガス分離装置Ｃ） 

t ：必要計算厚さ（mm） 

P ：設計圧力（MPa） 

Di ：胴の内径（mm） 

σa：設計温度における材料の許容引張応力（N/mm2） 

η ：溶接継手効率 

α ：腐れ代（mm） 

M ：皿形鏡板の形状による係数 

R ：皿形鏡板の中央の球形部の内半径（mm） 

ro ：皿形鏡板のすみの丸みの内半径（mm） 

D ：半だ円形鏡板のだ円の内長径（mm） 

2h：半だ円形鏡板のだ円の内短径（mm） 

K ：半だ円形鏡板の形状による係数 

d ：円形平ふた板のボルト中心円の直径（mm） 
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